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住宅関連施策を読み解く2021年度

＊ 表は2021年２月時点の情報に基づいており、まだ確定していない内容も一部含みます（公募時期などは４月以降に発表される予定）		
＊ 補助事業は予算金額に達した場合、予定よりも早期に終了する場合があります			 

2022
年度

2023
年度2021年4月1日

省エネ住宅
（ネット・ゼロ・

エネルギーハウス：
ZEH）

に関する支援

エ
コ
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
コ
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー

省エネ設備に
関する優遇

断熱リフォーム
に関する支援

高性能建材による住宅の断熱リフォーム
支援事業（断熱リノベ）【環境省】
高性能建材による住宅の断熱リフォーム
支援事業（断熱リノベ）【環境省】◯‒ 2021年2月26日で

公募申込終了

● 補助額：①戸建住宅は導入費の1/3（上限120万円/戸）、窓のみ（上限 40万円/戸）　
　 ②集合住宅は導入費の 1/3（上限 15 万円 / 戸）
 　※①のみ家庭用蓄電システム、家庭用蓄熱設備の導入の場合それぞれに別途加算あり

継
続

継
続次世代省エネ建材支援事業（次世代建材）【経産省】次世代省エネ建材支援事業（次世代建材）【経産省】◯‒ ● 補助額：対象費用の1/2以内　● 上限額：戸建住宅200万円/戸、集合住宅125万円/戸    （下限金額20万円） 2020年11月20日で公募申込終了

太陽光発電の固定価格買取制度【経産省】太陽光発電の固定価格買取制度【経産省】◯◯ ● 余剰買取価格（10kw未満）：21円（税込）/kWh 継
続

エネファーム導入補助金【経産省】エネファーム導入補助金【経産省】◯◯ ● 定額補助（最大4万円/台）に追加補助（各3万円：既築、LPガス、寒冷地仕様、マンションに     設置）

● 補助額：60万円/戸　※蓄電システム導入の場合別途加算あり　
　 ※CLTや先進的な再エネ利用設備導入の場合「先進的再エネ熱等導入支援事業」で併願可能戸建住宅ZEH化等支援事業【環境省】戸建住宅ZEH化等支援事業【環境省】◯◯

◯◯

2021年1月8日で
公募申込終了 ■ 変更点　ZEH（60万円/戸）に加えてZEH+（105万円/戸）に定額補助

■ 変更点　ZEH＋は環境省担当となり経産省は次世代ZEHのみ

■ 変更点　熱交換型換気設備等が別途補助に追加

【2022年度】17円（税込）/kWhの予定■ 変更点　10kW未満の買取価格　【2021年度】19円（税込）/kWhの予定

継
続

● 補助額：115万円/戸
    ※蓄電システム、太陽熱利用温水システム、停電自立型燃料電池導入の場合それぞれに別途     加算あり

● 補助額：105万円/戸（ZEH+・次世代ZEH+） ※蓄電システム、燃料電池、V2H充電設備導入の場合それぞれ      に別途加算あり（次世代ZEH+）
　 ※CLTや先進的な再エネ利用設備導入の場合「先進的再エネ熱等導入支援事業」で併願可能（ZEH+・次世代Z      EH+）

2020年5月15日で
公募申込終了

2021年1月8日でZEH＋公募申込終了
2020年11月27日で次世代ZEH＋公募申込終了

ZEH+Ｒ強化事業【経産省】ZEH+Ｒ強化事業【経産省】

ZEH+実証事業【経産省】ZEH+実証事業【経産省】

◯◯ 終
了

2021年2月19日までの申込 終
了

（2025年度まで継続）

継
続

リ
フ
ォ
ー
ム

リ
フ
ォ
ー
ム

セーフティネット
住宅改修支援 ◯‒ 住宅確保要配慮者専用賃貸住宅改修事業

【国交省】
住宅確保要配慮者専用賃貸住宅改修事業

【国交省】
継
続

● 耐震診断補助額：国と地方公共団体で2/3
● 耐震改修補助額：①個別支援：国と地方公共団体で23％  ※戸建住宅の上限83.8万円     /戸（多雪区域100.4万円/戸） ②パッケージ支援：
 　補強設計等の費用、耐震改修工事費に対し、国と地方で定額100万円（密集市街地等は150万円、  多雪区域は120万円）※ただし耐震改修工事費の8割を限度

耐震改修に
関する支援

住宅･建築物安全ストック形成事業
【国交省】
住宅･建築物安全ストック形成事業

【国交省】◯‒ 継
続

● インスペクション補助額：費用の1/3
● 改修工事の補助額：補助対象工事（性能向上･三世代同居対応・子育て世帯向け）費用の    1/3
　（上限：①評価基準型：100万円/戸　②認定長期優良住宅型：200万円/戸　③高度省    エネルギー型：250万円/戸）　
　 ※加算要件：三世代同居対応、若者･子育て世帯、既存住宅購入のいずれかを満たした場    合50万円/戸の追加

長期優良
住宅化

リフォーム推進
◯‒ 長期優良住宅化リフォーム推進事業
【国交省】
長期優良住宅化リフォーム推進事業

【国交省】
■ 変更点　補助対象工事に「防災性・レジリエンス性向上改修工事」を追加

新たな住宅セーフティネット制度の枠組みのもと継続
■ 変更点　対象工事に「新たな日常」に対応するための工事を追加

継
続

2021年1月29日で
交付申請受付終了

● 補助額：高齢者、障害者、子育て世帯向け等の専用賃貸住宅に必要な改修工事に対して費用     の1/3（上限50万円/戸）　※間取り・用途変更のための
　 改修工事、バリアフリー改修工事、防火・消火対策工事、子育て世帯対応改修工事、耐震改修      工事のいずれかを含む場合は、上限100万円/戸

買取再販で
扱われる住宅取得

税     

制

税     

制

不動産取得税不動産取得税◯‒

登録免許税登録免許税◯‒ ● 家屋の所有権移転登記を本則2％に対し0.1％（一般住宅は0.3％）　　　 　（2022年3月31日まで）

● 住宅は築年数に応じ一定額を減額（最大36万円）　● 敷地は4万5,000円または土地評     価額1/2×床面積の2倍（上限200㎡）×3%の
　 いずれか多い方を減額（安心R住宅または既存住宅売買瑕疵担保責任保険に加入する場合     のみ）

　（2023年3月31日まで）

同居対応改修に
関する特例措置

固定資産税固定資産税‒ ◯ ● 2/3を1年間減額（120㎡相当分まで） 　（2022年3月31日まで）

投資型減税（所得税）投資型減税（所得税）‒ ◯ ● 耐震または省エネ＋耐久性：標準的な工事費用額の10％を1年間控除（最大25万円）　　　 ※太陽光発電を併せて設置35万円）
● 耐震＋省エネ＋耐久性：標準的な工事費用額の10％を1年間控除（最大50万円）　　　　　 ※太陽光発電を併せて設置60万円）

　（2021年12月31日まで）

ローン型減税（所得税）ローン型減税（所得税）‒ ◯ ● ①（対象となる工事費または控除対象限度額250万円のいずれか少ない額）の2％＋①以     外の改修工事費の年末ローン残高の1％を5年間控除（最大5年間で62.5万円） 　（2021年12月31日まで）
長期優良住宅化
リフォーム改修

に関する
特例措置

不動産取得税【長期優良住宅のみ】不動産取得税【長期優良住宅のみ】‒◯ ● 課税標準からの控除額が1,300万円（一般住宅は1,200万円） 　（2022年3月31日まで）

登録免許税登録免許税‒◯ ● ＜所有権の保存登記＞本則0.4％に対して0.1％（一般住宅は0.15％）　＜ 所有権の移     転登記＞本則2.0％に対して、長期優良住宅:戸建て0.2％マンション0.1％、認定低炭素住宅：0.1％（一般住宅は0.3％） 　（2022年3月31日まで）

長期優良住宅・
認定低炭素住宅

促進

住宅ローン型減税（所得税）住宅ローン型減税（所得税）◯ ‒
● 10年間で最大500万円控除（一般住宅は最大400万円）控除額：ローン残高×1%　
● 13年間で最大600万円控除（一般住宅は最大480万円）控除額：ローン残高×1%          （11～13年目は残高1%か建物価格2/3％の少ない方）
 　※13年間適用の場合、消費税10%かつ契約・入居期限の制限あり　※控除しきれない      場合は翌年の住民税から控除可(上限13万6,500円)

　（2022年12月31日まで）

投資型減税（所得税）投資型減税（所得税）◯ ● 標準的な性能強化費用相当額（上限650万円）の10％を控除　※控除しきれない場合は      翌年の所得税額から控除 　（2021年12月31日まで）‒

固定資産税【長期優良住宅のみ】固定資産税【長期優良住宅のみ】◯ ‒ ● 1/2減額　戸建ては5年間、マンションは7年間（一般住宅：戸建ては3年間、マンションは    5年間） 　（2022年3月31日まで）

固定資産税固定資産税‒ ◯ ● 1/3を1年間減額（バリアフリー：100㎡相当分まで、省エネ：120㎡相当分まで）　 　（2022年3月31日まで）

投資型減税（所得税）投資型減税（所得税）‒ ◯ ● 標準的な工事費用額の10％を1年間控除（最大：バリアフリー 20万円、省エネ25万円      （太陽光発電を併せて設置35万円）） 　（2021年12月31日まで）
バリアフリー・
省エネ改修に

関する特例措置

ローン型減税（所得税）ローン型減税（所得税）◯‒ ● ①（対象となる工事費または控除対象限度額250万円のいずれか少ない額）の2％＋①以     外の改修工事費の年末ローン残高の1％を5年間控除（最大5年間で62.5万円） 　（2021年12月31日まで）

投資型減税（所得税）投資型減税（所得税）◯ ● 標準的な工事費用額の10％を1年間控除（最大25万円） 　（2021年12月31日まで）‒
ローン型減税（所得税）ローン型減税（所得税）◯ ● ①（対象となる工事費または控除対象限度額250万円のいずれか少ない額）の2％＋①以     外の改修工事費の年末ローン残高の1％を5年間控除（最大5年間で62.5万円） 　（2021年12月31日まで）‒

耐震改修に
関する特例措置 固定資産税固定資産税◯ ● 1/2を1年間減額（120㎡相当分まで）　 　（2022年3月31日まで）‒

投資型減税（所得税）投資型減税（所得税）◯ ● 標準的な工事費用額の10％を1年間控除（最大25万円）  　（2021年12月31日まで）‒

住宅資金贈与に
関する優遇税制 住宅取得等資金の贈与税非課税枠住宅取得等資金の贈与税非課税枠◯◯ ● 質の高い住宅：非課税枠1,500万円（一般住宅は1,000万円）　※消費税10%適用か　　つ契約が2020年4月～2021年3月の場合

● 質の高い住宅：非課税1,000万円（一般住宅は500万円）　 ※消費税10%適用以外で　　契約が2020年4月～2021年3月の場合
（2021年

12月31日まで）
■ 変更点  ・契約が2021年4月～2021年12月の場合も同額の適用
　　　　 　・2021年1月1日以降に贈与を受けた場合床面積要件を40㎡以上に緩和

■ 変更点
 　・13年間適用の契約・入居期限ともに1年延長
　 ※延長分については所得制限を設けた上で床面積要件を40㎡以上に緩和

2年延長

良質な木造住宅
供給促進

木
造
住
宅

木
造
住
宅

地域型住宅グリーン化事業
【国交省】
地域型住宅グリーン化事業

【国交省】◯ ◯

● 補助額：対象経費の1/10以内、（（3）は、かつ掛増し費用の1/2以内）、金額上限は下記の     通り （）内は補助金活用実績4戸以上の事業者の場合
 　（1）長寿命型（長期優良住宅 ）110（100）万円/戸　（2）高度省エネ型（認定低炭素住宅    または性能向上計画認定住宅）：110（100）万円/戸
 　（3）ゼロ･エネルギー住宅型（ゼロ･エネルギー住宅）：140（125）万円/戸
 　（4）省エネ改修型（省エネ性能が一定程度向上する断熱改修）：50万円/戸
 　（5）優良建築物型（認定低炭素建築物等一定の良質な木造建築物＜非住宅＞）：床面積1万    円/㎡
 　※(1)(2)(3)：地域材を使用する場合は上限20万円/戸加算、三世代同居対応は上限30万    円/戸加算　

継
続

■ 変更点
　・（1）長寿命型：1次エネルギー消費量が省エネ基準マイナス20%となる場合、30万円/戸補助限度額を引き上げ
　・（3）ゼロ･エネルギー住宅型：寒冷地、低日照地域、多雪地域に限り、Nearly ZEHを補助対象に追加
　・若者・子育て世帯に新たな加算要件を追加

2020年4月1日住宅関連優遇策一覧 新
築

既
築
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強
風
や
水
害
の
災
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
住
宅
の
改
修
支
援
で
は
、「
屋
根
の

耐
風
診
断
と
耐
風
改
修
に
関
す
る
事
業
」

が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。
台
風
や
地
震
で

屋
根
に
か
な
り
の
被
害
が
出
て
い
る
の
で
、

こ
こ
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
屋
根
瓦
の
緊
結
強
化
を
求

め
る
建
築
基
準
法
の
告
示
改
正
を
す
で
に

急
促
進
事
業
」
で
す
。
大
規
模
建
築
物
等

の
耐
震
化
と
、
災
害
時
の
避
難
者
、
帰
宅

困
難
者
の
受
入
施
設
整
備
を
、
ワ
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
支
援
し
ま
す
。
各
自
治
体
の
計

画
に
沿
っ
て
、
耐
震
化
や
受
入
ス
ペ
ー
ス
、

防
災
備
蓄
倉
庫
、
非
常
用
発
電
機
、
止
水

板
の
整
備
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
区
域
に
お
け
る

立
地
抑
制
・
移
転
誘
導
」
で
は
、「
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
」
や
建
築
物
の
建
築

の
禁
止
が
定
め
ら
れ
た
「
災
害
危
険
区
域
」

に
建
設
す
る
住
宅
は
、「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」

や
「
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」
な

ど
の
優
遇
策
の
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

一
方
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
の
住
宅

の
除
去
や
移
転
先
の
建
築
支
援
を
積
極
的

に
行
い
、
移
転
誘
導
を
図
り
ま
す
。
ま
た

「
グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
で
は
、

「
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
域
か
ら
移
転
す

る
た
め
の
住
宅
」
は
、
新
築
で
あ
れ
ば
そ

の
省
エ
ネ
性
能
等
に
応
じ
て
最
大

１
０
０
万
円
／
戸
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
ほ
か
、
中
古
で
あ
っ
て
も
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
住
宅
・
建
築
分
野
で

Ｉ
Ｔ
活
用
な
ど
を
進
め
、
生
産
性
の
向
上

を
目
指
す
④「
住
宅
・
建
築
分
野
の
生
産

性
向
上
と
新
技
術
実
装
の
推
進
」
を
重
点

施
策
の
四
つ
目
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
２
０
年
度
の
第
３
次
補
正

予
算
で
「
グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
「
す
ま
い
給
付

金
」も
補
正
予
算
で
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

防　

災

１瓦
の
緊
結
義
務
化
に
合
わ
せ

屋
根
の
耐
風
改
修
を
支
援

　

豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
、
切
迫
す
る
巨

大
地
震
と
、
近
年
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る

災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
防
災
に
関
す
る

新
た
な
事
業
創
設
や
拡
充
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
１
４
０
億
円
の
予
算
で
新
規
に
始
め

る
の
が
「
地
域
防
災
拠
点
建
築
物
整
備
緊

物
も
省
エ
ネ
化･

長
寿
命
化
に
よ
る
良
質
な

ス
ト
ッ
ク
形
成
と
と
も
に
、「
新
た
な
日
常
」

へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
団
地
再
生
や
先
導
的
な
再

開
発
事
業
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
施

設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
住

宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
」
で
、
住
宅
団

地
で
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備
費

を
補
助
対
象
に
追
加
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
維
持
管
理
や
リ
フ
ォ
ー

ム
で
、
良
質
な
住
宅
の
価
値
が
維
持
評
価

さ
れ
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
市
場
が
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
一
方
、
増
加
す

る
空
き
家
に
対
す
る
強
力
な
対
策
の
推
進

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
端
と
し
て

「
住
宅
市
場
を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
モ
デ

　

２
０
２
１
年
度
の
住
宅
局
予
算
で
は
四

分
野
の
施
策
を
中
心
に
、
重
点
的
に
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
が
頻
発
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
①「
住

ま
い
・
く
ら
し
の
安
全
確
保
」
を
施
策
の

重
要
な
柱
に
据
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
次
に
②「
く
ら
し

の
多
様
化
に
応
え
る
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ

ク
と
流
通
市
場
の
形
成
」
で
は
、「
新
た

な
日
常
」
の
実
現
を
含
め
て
国
民
が
望
む

豊
か
な
く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、
良

質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
推
進
し
、

円
滑
な
流
通
・
効
率
的
な
活
用
を
可
能
に

す
る
市
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
三
つ
目

の
柱
は
③「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
ま
い
の
確
保
」
で
す
。
住
ま
い
の
確
保

に
困
難
を
抱
え
る
世
帯
な
ど
を
対
象
に
し

て
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
に
力

を
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
全
体
の
デ

公
布
し
て
お
り
、
告
示
基
準
（
２
０
２
２

年
１
月
１
日
施
行
）
に
適
合
し
な
い
屋
根

の
改
修
工
事
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー

ム
推
進
事
業
」
で
は
、
自
然
災
害
に
対
応

す
る
支
援
と
し
て
、「
防
災
性
・
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
性
向
上
改
修
」
を
補
助
対
象
工
事

に
追
加
し
ま
す
。
屋
根
の
耐
風
改
修
、
止

水
板
の
設
置
、
蓄
電
池
の
設
置
、
飲
料
水

貯
留
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
（
図
１
）。

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク

２テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実
の
た
め

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
「
新
た
な
日
常
」
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅･

建
築

め
、
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
引

き
続
き
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入
」
の
効
果
検
証
・

課
題
分
析
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、「
木
造
住
宅
・
都
市
木
造

建
築
物
に
お
け
る
生
産
体
制
整
備
事
業
」

で
、
大
工
技
能
者
の
確
保･
育
成
な
ど
の

生
産
体
制
の
強
化
を
進
め
、
木
造
住
宅
・

建
築
物
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
を
支
え
る
良
質
な
木
造
住
宅

の
整
備
推
進
の
た
め
の
「
地
域
型
住
宅
グ

リ
ー
ン
化
事
業
」 

は
、
事
業
期
間
を
３
年

間
延
長
し
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
当
初

予
算
は
昨
年
度
よ
り
若
干
多
い
１
４
０ 

億
円
で
、
補
正
予
算
で
い
く
つ
か
の
拡
充

を
行
い
、
拡
充
事
項
は
そ
の
ま
ま
継
続
し

ま
す
（
図
２
）。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

５グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
で

「
新
た
な
日
常
」対
応
工
事

　

１
０
９
４
億
円
の
補
正
予
算
で
対
応
す

る
「
グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
は
、

高
い
省
エ
ネ
性
能
の
住
宅
取
得
者
等
に
対

し
て
、「
新
た
な
日
常
」
な
ど
に
対
応
し

た
商
品
や
追
加
工
事
と
交
換
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
を
発
行
す
る
新
し
い
制
度
で
す
（
図

３
）。（
詳
細
は
『
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
』

２
０
２
１
年
１
月
号
の
「
今
月
の
ニ
ュ
ー

ス
」
を
参
照
）

ル
事
業
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

空
き
家
を
除
却
と
い
う
形
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
活
用
し
、
課
題

解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家

を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
転
用
す
る
な
ど
、

空
き
家
発
生
防
止
の
抜
本
的
対
策
に
取
り

組
む
モ
デ
ル
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

３
「
サ
高
住
」整
備
事
業
を

２
０
２
５
年
ま
で
５
年
間
延
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
住
ま
い
の
確
保
に
困
難
を

抱
え
る
世
帯
や
、
子
育
て
世
帯
、
高
齢
者

な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
住
ま

い
の
確
保
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
（
サ
高
住
）
整
備
事
業
」
は
２
０
２
０

年
度
ま
で
の
事
業
で
し
た
が
、
サ
高
住
整

備
へ
の
支
援
は
ま
だ
ま
だ
必
要
と
い
う
判

断
の
も
と
、
事
業
期
間
を
２
０
２
５
年
度

ま
で
５
年
間
延
長
し
て
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。生

産
性
の
向
上

４
「
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」

は
拡
充
し
て
３
年
間
延
長

　

住
宅
・
建
築
分
野
で
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
進

災
害
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
施
策
が
目
白
押
し

「
新
た
な
日
常
」の
実
現
へ
の
目
配
り
も

２
０
２
１
年
度
の
国
土
交
通
省
住
宅
局
関
係
の
当
初
予
算
は
１
７
９
８
億
円（
前
年
度

の
１
・
01
倍
）で
、
住
宅
関
連
の
補
助
金
な
ど
は
例
年
同
様
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
の
住
宅
関
連
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
総
務
課
企

画
官
の
三
善
由
幸
氏
に
聞
い
た
。

※	対象になるのは、補正予算案閣議決定日の2020年12月15日から2021年
10月31日までに契約を締結した、高い省エネ性能を有する住宅の新築、
一定のリフォームや既存住宅の購入

2021年度
住宅関連施策を読み解く

特  集

国土交通省 住宅局総務課
企画官

三善 由
よ し ゆ き

幸氏

図1. 「長期優良住宅化リフォーム推進事業」の概要

・耐震性
・劣化対策
・省エネルギー対策

工事後に満たすべき
性能要件

・三世代同居対応
・若者世帯
・子育て世帯
・既存住宅購入者

補助限度額の
加算要件

① 性能向上リフォーム工事
• 劣化対策
• 耐震性
• 省エネルギー対策
• 維持管理・更新の容易性　等

④ 防災性・レジリエンス性
 　向上改修工事

・止水板の設置
・瓦の交換工事　等

② 三世代同居対応改修工事
・キッチン･玄関の増設　等

以下のうち、1 つ以上行うことインスペクション
の実施

維持保全計画
の作成

リフォーム履歴
の作成

※ 変更箇所は赤字

長期優良住宅化
リフォーム工事

③ 子育て世帯向け改修工事
・キッズスペース・防犯カメラ
  の設置　等

補正予算での拡充

■ 長期優良住宅では、一次エネルギー消費量が省エネ基準 
△20%となる場合、30万円/戸補助限度額を引き上げ

■ ゼロ･エネルギー住宅では、寒冷地、低日射地域、多雪地域
に限り、Nearly ZEHを補助対象に追加

■
40歳未満の世帯または18歳未満の子がいる世帯が良質な住
宅の整備を行う場合、30万円/戸を限度に補助額を加算する
ことを追加

当初予算での変更

■ 対象地域の重点化として、住宅の新築では土砂災害特別警戒
区域を補助対象外とする

ポイントの利用
■ 「新たな日常」「防災」に対応した追加工事

■ 「新たな日常」「環境」「子育て支援」などに資する商品

ポイントを活用した「新たな日常」対応工事の例
■ テレワーク対応
　・テレワークスペースの設置

■ 感染症予防対応
　・開閉可能な間仕切りの設置
　・玄関近くの手洗い器の設置
　・非接触型水栓の設置

図2. 「地域型住宅グリーン化事業」の拡充・変更点

図3. 「グリーン住宅ポイント制度」の利用方法
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　ZEH（ネット･ゼロ･エネルギー･ハウス、ゼッチ）とは、

住宅の高断熱化と高効率設備の導入によって、快適な室

内環境と省エネ基準比20％以上の大幅な省エネルギーを

実現し、その上で太陽光発電等によってエネルギーを創り、

年間に消費する住宅のエネルギー収支が概ねゼロになる

住宅のことである。国は「2030年までに新築住宅の平均

でZEHの実現を目指す」という政策目標を掲げている。

　ZEH 補助事業は、経済産業省、環境省、国土交通省の

三省連携事業として行われている。年度ごとに制度や担

当省庁が変わっているが、「ZEH」と ｢ZEH+｣（太陽光発電

等の自家消費率拡大を目指したZEH）への補助が基本とな

る。2020年度からは、より高性能な「次世代ZEH+」も補

助対象となっている。

　2021年度は、経済産業省がこれまで担当していた

ZEH+を環境省が引き継ぎ、新たに「戸建住宅ネット・ゼ

ロ・エネルギー・ハウス（ZEH）化等支援事業」として

ZEHとZEH+への補助事業を行う。一戸当たりの補助額は、

2020年度と同じく、ZEH は60万円、ZEH+ は105万円を

予定している。一方、国土交通省は「地域型住宅グリーン

化事業」のゼロ･エネルギー住宅型で、ZEHへの支援を行う。

すぐ分かる!  ZEHの種類と補助事業
2021年度住宅関連施策を読み解く特  集

「ZEH」の種類と2021年度の補助事業一覧

高スペック 低スペック

次世代 ZEH ＋ ZEH+
Nearly ZEH+ 
補助事業の対象は、

寒冷地・低日射地域・
多雪地域

ZEH
Nearly ZEH 
補助事業の対象は、

寒冷地・低日射地域・
多雪地域

ZEH Oriented 
都市部狭小地

（平屋を除く）、
多雪地域のみ

一次エネルギー
消費量の削減率 25% 以上 25% 以上 25% 以上 20% 以上 20% 以上 20% 以上

再生可能
エネルギーを加えた　

一次エネルギー
消費量の削減率

100％以上　　　　　　100％以上　　　　　　75％以上 100％以上 75％以上
太陽光による

創エネの導入は
必要なし

その他

■ 以下のうち
 　２つ以上を採用 
① さらなる
　 高断熱外皮
② 高度エネルギー
　 マネジメント
③ 充電設備 ･ 充放
　 電設備

＋

■ 以下のうち
　 １つ以上を採用 
① 蓄電池 
② 燃料電池 
③ EV 充放電設備 
④ 太陽熱給湯

■ 以下のうち
 　２つ以上を採用 
① さらなる
　 高断熱外皮
② 高度エネルギー
　 マネジメント
③ 充電設備 ･ 充放
　 電設備

■ 以下のうち
 　２つ以上を採用 
① さらなる
　 高断熱外皮
② 高度エネルギー
　 マネジメント
③ 充電設備 ･ 充放
　 電設備 ー ー ー

補助事業と 
補助金額 
（予定）

経済産業省
ZEH+ 実証事業
定額 105 万円 / 戸

環境省
戸建住宅 ZEH 化等
支援事業 
定額 105 万円 / 戸

環境省
戸建住宅 ZEH 化等
支援事業 
定額 105 万円 / 戸

環境省
戸建住宅 ZEH 化等
支援事業 
定額 60 万円 / 戸

国土交通省
地域型住宅
グリーン化事業

［ゼロ・エネルギー
住宅型］ 
定額140 万円 / 戸＊

環境省
戸建住宅 ZEH 化等
支援事業
定額 60 万円 / 戸

国土交通省
地域型住宅
グリーン化事業

［ゼロ・エネルギー
住宅型］ 
定額140 万円 / 戸＊

環境省
戸建住宅 ZEH 化等
支援事業 
定額 60 万円 / 戸

＊ 4 戸以上の施工経験を有する事業者の場合、補助限度額 125 万円 / 戸
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【こうき - しん】

vol.49

治
神
宮
の
西
参
道
入
口
近
く
に
位
置
す
る
小
田

急
線
参さ

ん
ぐ
う
ば
し

宮
橋
駅
は
、
大
き
な
街
路
樹
や
植
栽
に

あ
ふ
れ
都
会
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
閑
静

な
街
の
一
角
に
あ
る
。
明
治
神
宮
の
最
寄
り
駅
と
し
て
１
日

に
約
１
・
５
万
人
が
乗
降
す
る
同
駅
で
は
、
駅
周
辺
の
環
境
に

溶
け
込
み
地
域
住
民
や
乗
客
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
駅
を
目

指
し
、
２
０
１
８
年
か
ら
改
良
工
事
を
実
施
。
約
２
年
の
歳

月
を
経
て
２
０
２
０
年
11
月
25
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。

　

改
良
工
事
で
は
「
木
と
緑
に
溶
け
込
む
〝
杜も

り

〟
の
玄
関
口
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
東
京
都
内
の
多
摩
地
域
で
生
育
・
生
産
さ

れ
た
多
摩
産
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
た
。
現
在
、
多
摩

地
域
に
は
約
５
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

昭
和
30
年
代
を
中
心
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
人
工

林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
。
乗
客
が
往
来
す
る

改
札
口
周
辺
を
中
心
に
、
天
井
面
の
格
子
型
ル
ー
バ
ー
や
ホ
ー

ム
上う

わ

家や

＊
１

柱
面
の
駅
名
サ
イ
ン
表
示
板
な
ど
、
構
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
部
位
に
多
摩
産
材
を
使
い
、「
木
の
ぬ
く
も
り
」
が
感

じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

　

ま
た
、
近
隣
商
店
街
の
お
店
を
紹
介
す
る
案
内
板
や
ト
イ

レ
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
＊
２

な
ど
も
木
製
で
、
随
所
に
木
へ
の
こ

だ
わ
り
が
垣
間
見
え
る
。
多
摩
産
材
の
普
及
を
進
め
る
た
め

に
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
が
実
施
す
る
「
に
ぎ
わ
い
施

設
で
目
立
つ
多
摩
産
材
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
多
摩
産

材
の
魅
力
発
信
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

駅
舎
に
入
る
と
、
頭
上
を
囲
む
木
材
の
香
り
が
漂
う
参
宮

橋
駅
は
、
車
窓
か
ら
も
そ
の
魅
力
を
伝
え
続
け
る
こ
と
だ
ろ

う
。
人
々
を
魅
了
す
る
こ
の
駅
は
、
沿
線
価
値
の
向
上
に
も

貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。

木と緑に溶け込む
“杜”の玄関口
小田急電鉄参宮橋駅

明

写真提供=小田急電鉄株式会社

東京都
渋谷区

＊1 上家：駅や埠頭などで柱に屋根をつけただけの建物
＊2 ピクトサイン：情報や注意を示す視覚記号
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本　　社 	●	神奈川県川崎市川崎区
		  日進町3-4 unico1F-A
創　　業 	●	2017年
資 本 金 	●	1億円
従 業 員 	●	16名
事業内容 	●	建築設計、木製品開発お

よび製造、CNCルーター
の販売、デジタル人材育
成、事 業 開 発 支 援、IT
サービス開発

消
費
者・導
入
先・地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す

—

３
本
目
の
柱
が
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
木

材
加
工
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
注
で
き
る
「
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｆ
（
エ
マ
ー
フ
）」
と
い
う
仕
組
み
の
開
発
・

提
供
で
、
現
在
、
特
に
注
力
し
て
い
る
事
業
だ
と

い
う
。
Ｃ
Ａ
Ｍ
※
の
専
門
知
識
が
な
く
て
も
、
設

計
し
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
か
ら
簡
単
に
加
工
デ
ー
タ

を
作
成
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
稿
す
る
こ
と
で
全

国
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ
ｔ
」
か

ら
出
力
で
き
る
。
木
製
の
モ
ノ
づ
く
り
が
速
く
、

安
く
、
そ
し
て
自
在
な
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
画
期

的
な
仕
組
み
だ
。

  

「
当
社
が
目
指
す〝
建
築
を
民
主
化
す
る
〟仕
組

み
づ
く
り
は
、
三
つ
の
事
業
の
い
ず
れ
も
欠
か

せ
ず
、
並
行
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。『
Ｓ

ｈ
ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ
ｔ
』の
普
及
で
地
域
材
を
活
用
し
地

域
で
出
力
で
き
る
分
散
型
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、『
Ｖ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ 

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
Ｓ
』で
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

設
計
者
を
発
掘
す
る
。
そ
し
て『
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｆ
』

で
は
ユ
ー
ザ
ー
と
生
産
者
の
つ
な
が
り
を
支
援

す
る
。
消
費
者
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
を
自

分
で
つ
く
る
と
い
う
幸
福
感
を
提
供
し
、
導
入

先
に
は
複
雑
な
加
工
が
簡
単
に
で
き
る
と
い
う

武
器
に
な
る
他
、
地
域
材
活
用
に
よ
り
素
材
調

達
か
ら
納
品
ま
で
の
輸
送
距
離
を
最
短
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
。
そ
し
て
地
域
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、
地

域
材
の
消
費
で
地
域
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

—

地
域
材
を
使
い
、
誰
も
が
設
計
者
と
な
り

得
る
自
律
分
散
型
の
仕
組
み
は
、
地
域
お
こ
し
や

人
材
活
用
に
も
貢
献
す
る
。
２
０
２
０
年
７
月
、

同
社
は
長
野
県
松
川
町
と
包
括
的
地
域
連
携
協
定

を
締
結
。
町
面
積
の
64
・
５
％
を
占
め
る
豊
富
な

森
林
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、
住
民
参
加
型
の
モ

ノ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
り
、
進

学
や
就
職
で
町
を
離
れ
た
若
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
つ
な
が
り
離
れ
た
場
所
か
ら
で
も
地
域
資
源
を

生
か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
る
。

  

「
今
後
の
課
題
は
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
が
で
き

る
人
材
育
成
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
フ
ル
活
用
し
て
モ
ノ
を
生
み
出
す
こ
と

の
で
き
る
人
材
を
増
や
す
た
め
、
講
習
会
の
開
催

な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。
３
Ｄ
木
材
加
工
機
を
使

え
ば
使
い
道
の
な
か
っ
た
木
材
で
も
材
料
に
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
安
価
な
地
域
材
と
使
わ
れ

て
い
な
い
土
地
を
活
用
し
て
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が

ら
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た

建
築
物
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。『
Ｓ

ｈ
ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ
ｔ
』と『
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｆ
』の
導
入
拠

点
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
や
す
こ
と
で
、
建
築
の

脱
中
央
集
権
化
を
促
進
さ
せ
た
い
。
ま
た
、『
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｆ
』の
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

れ
を
実
現
す
る
に
は
、
一
部
の
高
い
専
門
性
を

持
っ
た
人
の
み
に
頼
る
中
央
集
権
的
な
建
築
生
産

で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
誰
で
も
で
き
る
自
律
分

散
型
の
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
た
の
で
す
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
当
時
、
身
近
に
な
り
始
め
て
い
た
デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
大
学
で
学

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
３
Ｄ
木
材
加
工
機
で
あ

る『
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ
ｔ
』と
出
合
い
ま
し
た
。
日

本
に
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
可

能
性
を
感
じ
た
秋
吉
は
販
売
代
理
店
と
し
て
起
業

し
た
わ
け
で
す
」

—

現
在
、
同
社
の
事
業
は
３
本
の
柱
か
ら
成

る
。
一
つ
は
３
Ｄ
木
材
加
工
機
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ

ｔ
」
の
代
理
販
売
だ
。
ア
メ
リ
カ
製
で
、
木
材
か

ら
複
雑
な
形
状
を
デ
ー
タ
通
り
に
切
り
出
し
た

り
、
削
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
同
性
能
の
加
工

機
に
比
べ
て
安
価
で
あ
る
た
め
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
る
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世

界
で
も
１
万
台
以
上
が
普
及
し
て
い
る
と
い
う
。

  

「
全
国
の
建
築
系
大
学
や
行
政
、
工
務
店
、
設

計
事
務
所
な
ど
61
カ
所（
２
０
２
１
年
１
月
現
在
）

に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
２
本
目
の
柱
が
、
デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
内
装

や
住
宅
・
建
築
の
設
計
施
工
業
務（
Ｖ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ 

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）で
す
。
当
社
は
一
級

建
築
士
事
務
所
で
も
あ
り
、
３
Ｄ
加
工
機
だ
か
ら

こ
そ
可
能
な
複
雑
な
曲
線
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン

提
案
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
住
ま
い
や
各
種
の
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
て
い
ま
す
」

地
域
材
で
誰
も
が
建
物
を
つ
く
れ
る

自
律
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
を

—

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
接
続
さ
れ
た
工
作
機
械
を
使
っ
て
木
材
な
ど

を
切
り
出
し
、モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
技
術
を
地
域
に
導
入
す

る
こ
と
で
、
自
律
分
散
型
の
新
し
い
建
築
生
産

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の

が
Ｖ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
だ
。

  「
当
社
で
は
、
専
門
職
が
行
っ
て
き
た
家
づ
く

り
や
家
具
づ
く
り
が
誰
に
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も

で
き
る〝
建
築
の
民
主
化
〟を
目
指
し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
代
表
取
締
役
の
秋
吉
浩
気
が
建
築

を
専
攻
し
て
い
た
学
生
時
代
に
起
き
た
東
日
本
大

震
災
。
被
災
地
域
に
、
地
域
材
を
使
い
誰
も
が
建

物
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た

な
ら
、
復
興
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

Ｖヴ

ィ

ル

ド

Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
株
式
会
社

3D木材加工機の販売と
プラットフォームの開発で、

木材製品に「どこでも」「誰でも」
「簡単に」「好みの」という価値を付与

消費者にはオリジナリティを
導入先には新しい武器を提供し、

地域に利益をもたらす

ここが注目ポイント

「建築の民主化」へ
デジタルファブリケーションで
新しいモノづくりの仕組みを構築

ヴィルダーズ事業部アーキテクト／
マーケティングコーディネーター

田中 翔
し ょ う

貴
き

 氏

※ CAM： Computer Aided Manufacturing（コンピュータ支援製造）の略語。
		         製品の製造を行うために、CADで作成された形状データから加工プログラムを作成するソフトウエア

上）半径10km圏内で木材調達か
ら加工、組み立てまでを行った「ま
れびとの家」
下）「雪が溶けていくデザイン」を
コンセプトにしたパーテーション

【事業イメージ】【同社が手掛けたプロジェクト例】【EMARF利用の流れ】

⑤ 加工データ作成・送信

⑦ 発送 ⑥ 加工

① CADで設計
⑧ 組み立て

建築の民主化

ユースケース
の増大

供給
の増大

需要
の増大

① ハードウエア販売

ShopBot Japan

② 建築デザイン

VUILD ARCHITECTS
③ ソフトウエア開発

EMARF

ShopBot導入先

② EMARFへ連携

③ 加工シミュレーション・見積作成

④ 見積確認後、加工依頼

ユーザー
VUILD

EMARF
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　「住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備のための
長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の一部を改正
する法律案」が、2月5日に閣議決定された。長期優良
住宅の普及促進に向け「長期優良住宅法」「住宅品質確
保法」と、既存住宅に係る紛争処理機能の強化のため「住
宅品質確保法」「住宅瑕疵担保履行法」も改正する。こ
の改正で、優良な住宅ストック形成、住宅の円滑な取引
環境を整備し、質の高い既存住宅流通を促進する。

〈概要〉
■ 長期優良住宅の普及促進等

【長期優良住宅法・住宅品質確保法の改正】
[1] 	共同住宅について、区分所有者がそれぞれ認定を受

ける仕組みから管理組合が一括して認定を受ける仕
組みに変更（住棟認定の導入）

[2]	 良質な既存住宅を長期優良住宅として認定する制度
を創設

[3]	 認定手続の合理化
	 （住宅性能評価を行う民間機関が住宅性能評価と長

期優良住宅の基準の確認を併せて実施）
[4]	 頻発する豪雨災害などへの対応
	 （認定基準に災害リスクに配慮する基準を追加。災

害の危険性が特に高いエリアを認定対象から除外
など）

■ 既存住宅に係る紛争処理機能の強化等
【住宅品質確保法・住宅瑕疵担保履行法の改正】
[1] 	住宅紛争処理制度の拡充
[2] 	住宅紛争処理支援センターの機能強化

　2021年1月、住友林業は本社事務所（東京都千代田区）
に「住友林業の森」をイメージした「きこりんプラザ」
をオープン。住友林業グループの力を結集し、ブランド
メッセージである「木と生きる幸福。」を具現化。社員専
用ゾーン、来訪者も利用できる共用ゾーン、リチャージ 
ゾーン（ドリンク・書庫閲覧）があり、社内外の打ち合
わせや業務など様々なシーンで利用することができる。
　共用ゾーンには、社有林ヒノキの突板を使用したシン
ボルツリーを設置し、住友林業グループの成長と拡大を
表現した。住友林業緑化による壁面緑化が施されたデジ
タルサイネージの映像と、健康を促進するハイパーソニッ
ク・サウンド*1で空間を演出している。内装は、住友林
業クレスト製の薄型天然木フロアや、端材を活用したアー
トパネルが設置され、こだわりの植栽が社員専用ゾーン
との空間を緩やかに隔てている。バイオフィリックデザ
イン*2の考え方に基づいた癒しの空間は、住友林業グルー
プの技術を心地よく五感に訴求する。

*1  ハイパーソニック・サウンド：
	 人間に聴こえない高周波を豊かに含む音で、熱帯雨林や日本を含むアジアの民族

音楽などに多く見られる。自律神経系、免疫系などの働きを向上させる

*2  バイオフィリックデザイン：
	 「人間には“自然とつながりたい”という本能的欲求がある」という概念を反映し

た空間デザインの手法

＜きこりんプラザのコンセプト＞
◎ 木を極める木質化空間
◎ 本物素材による五感に訴求する空間
◎ 働き方改革への提案
◎ フレキシブルな運用に対応

長期優良住宅の普及促進に関する法案の
一部改正を閣議決定  －国土交通省

森を感じる多目的広場「きこりんプラザ」を本社にオープン
ブランドメッセージを具現化した空間で来訪者を魅了－住友林業

今月のニュース

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3263
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
   https://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

ニュースでご紹介した多目的広場「きこりんプラザ」をのぞいてみました。入ると
すぐ目に飛び込んでくるのは、存在感あるヒノキのシンボルツリー。そして壁に掛
けられたアートパネルや壁面緑化が空間にメリハリを付ける良いアクセントになっ
ています。自分のデスクより落ち着くのは、木の温もりを五感で感じ、リラックス
できるからでしょうか。ふと顔を上げると目に映る植栽の緑に癒されつつ、編集後
記を執筆する、とある日の午後でした。（E）

編
集
後
記

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　東京中央支店　ハウジングステージ新宿展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります
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